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【概 要】

20 世紀末から、新人（ホモ・サピエンス）の進化史を取り巻く学問状況は大きく変

化してきている。世界では新人のアフリカ起源説を補強する結果が数多く発表され、日

本では捏造問題に端を発した旧石器の再検討に伴って更新世人類化石の真偽も検討を迫

られている。また、弥生時代の開始時期が従来の説よりも数百年さかのぼる可能性が指

摘され、これまでの縄文～弥生移行期の概念が大きく変わりつつある。本研究はこのよ

うな状況をふまえ、形態と遺伝子のデータに基づいて、更新世から縄文～弥生移行期ま

で、日本列島住民の身体形質がいかに変化したかを明らかにし、新たに日本人形成過程

のシナリオを構築することを目的としている。具体的には、１）日本のいわゆる「更新

世人骨」の更新世人骨としての妥当性の検討、２）形態・DNA 双方からの縄文時代人の

系譜推定、３）渡来系弥生時代人の数の再検討、４）縄文・弥生集団間の形態的断絶性

の再検討、等々を行なう。なお、本研究の特色は、１）形態学と遺伝学の研究者が連携

して、２）日本人形成の鍵を握る更新世から弥生時代までの期間に的を絞り、３）形態

と DNA の変化の原因までも明らかにしようとするところにある。

【期待される成果】

目的である日本人形成過程のシナリオ構築が、蓄積された古人骨資料と新しい形態・

遺伝分析技術によって、これまでよりも格段に真実に肉迫したものになるだろうことが

期待されるのは当然として、最新鋭のマイクロ CT によって得られる骨構造の立体計量

データは、今後、形態学の新たな研究領域の基礎になるものと思われる。また、大量の

古人骨から直接採取される DNA データは、これまで主流であった現代人 DNA のみの分析

からは知り得なかった事実を明らかし、古 DNA 人類学とでも言うべき研究領域の発展に

寄与するのではないかと思われる。
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